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成果 1（Inoue & Inutsuka 2008, ApJ）：
星形成の舞台である分子雲や、分子雲の前駆体であるHI雲をその形成段階から追跡し、
星形成環境を明らかにすることを目標として研究を行った。星間雲の形成は超新星衝撃波
や銀河の渦状衝撃波により熱的不安定性が励起されて開始すると考えられている為、衝撃
波に掃かれた薄い星間ガスの進化の解析を２流体MHDシミュレーションの方法で行った。
その結果、磁場と衝撃波の角度によって、熱的不安定性の結果として形成される星間雲の
性質が大きく異なることを発見した。衝撃波面と磁場の角度が垂直に近い場合、形成され
る星間雲は数密度が 103 cm-3に達する分子雲が形成されるが、より一般的な衝撃波面と
磁場が小さいが角度を持つ場合には磁気圧の効果により、数密度が 100 cm-3程度のHI雲
と 1 cm-3程度の薄い星雲間ガスの２相系に進化することが明らかになった。このことは、
超新星爆発により形成される shellでは、ほとんどの場合、分子雲ではなく微小な HI雲
の集合体が形成されることを示しており、観測的に複数の超新星爆発によって形成される
super shellで分子雲があまり見つからない事実を良く説明する。また、一般的な分子雲の
形成はこのような HI雲を出発点として考えなければならないことを示しており、今後発
展するであろう HI雲を基本構成要素とした分子雲形成に対する研究の出発点となること
が期待される。
成果２（Inoue, Yamazaki, & Inutsuka 2009, ApJ）：
熱的不安定性により自然に形成された星間２相媒質を初期条件として、それが強い衝撃
波 (速度 1,200 km/s)に掃かれたときに形成される超新星残骸を２次元MHDシミュレー
ションの手法で研究した。その結果、衝撃波前面に存在した HI雲が衝撃波に飲み込まれ
る際に渦を生成し、形成された超新星残骸は乱流状態になることや、生成された渦に磁場
が巻き込まれることにより強い磁場増幅が発生することが明らかとなった。増幅された磁
場は最大で 1mGに達し、衝撃波前面の約 200倍にまで増幅されている。このような 1mG
にまで増幅された磁場は、最近の超新星残骸の観測でも X線 hot spot として観測されて
おり (Uchiyama et al. 2007)、我々が得た数値モデルは数百倍に及ぶ磁場増幅という理論
的な困難を解消すると共に、観測を良く説明するモデルになっている。


